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1339 メ タ ロ チ オ ネ イ ン遺伝子 を保持 した大腸菌に よる．重金属の 回収
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憩 的1本研究 は金属 結 合 タ ン パ ク 質で ある メ タロ チ オ ネイ ン 遺伝 子 を保持

した大腸
．
菌を用 い

、 汚染環境 か らの 重金属 團収 をEli標 と して ． 培地申か らの

重 金 属回収実験 を試 み た 。

匿方法及び結果 1 β
一ガ ラ ク トシ ダ

ーゼ とヒ トメ タ U チ オ ネ イ ン ーU 融合 タ ン

パ ク質 を発現す る大腸箘 を 、 重金属 を添加 した培地 に で 生 育 させ る と 、 カ ド

ミ ウ ム や 亜 鉛に 対 して 断幸性の 増大 が確 認 された 。 菌体 が培地 よ り金属 を取 り

込み 、 蓄積 する か ど うか を培地 内金属濃度や、 繭体 に含 まれ る 金 属量 を計測

す る こ とに よ り
．
調べ た 。 数 種類 の 金属 に つ い て 、 金属濃度の 減少が 見 られ 、

特 に カ ドミウ ム に つ い て は コ ン トロ ー
ル で は平均 9。91 ％の 濃度減少 が見 ら

れ た の に 対 し 、 メ タ ロ チ オ ネ イ ン 遺伝 ．
子保有株で は 21．69 ％の 減少が確 認 さ

れ た 。 また 、 カ ドミ ウ ム の 局在を調べ る と、 細胞内 と細胞膜 には ほ ぼ 同：量の

カ ドミ ウ ム が 存在 した Q
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［Purpose】AsoiBsola 贍
，
　des唸蝋 ed 　as　the　YA −1　s腫a血 was 　scre  ed 　for且ts　ab 且iity　to　degrade

駐 互cke 】 prα oporphyr 血　disodiurn（NiPPDS ），　This　was 　 ide癜 fied　as　I）sembmonas 　azelaica ，　a

霧ram −negative 　aerebic 　rod 。

［Methods　and 　Resu
’
9ts］The　scree類1簸g　medi   w 薦 騨 叩 are “w 轍 “．1g！L　of 　MPPDS ，　 The　YA 一且

cel且was 睡cubate 透皺 o 瓣 ）es　of 　this　screenlng 　med 亘u   組 270　C ｛褫 7days．　The　results 　ghowed
鋤 組 YA −1   臨 融 鴨 蠱 e　a翻 ity苞o　degrade　NiPPDS 。　The　degradation幽otenti 齷   f　YA −l　ce弖l　 was

amalyzed 　by　a   s掘 g 山e　p疑 重・ 2w 醸 夏 NHC 亘，　extractien 。f曲 yl　a 。e臨   d　meas 皿 ed

spectro 伽 tom 就rl幽 at 躡 abso 舳 ce   f　39蕁   ．　T 。　deterrnine　the　efficiency　of 　this  rgan ｛sm

ln　the　deg略 datk濯 of　Ni貸PDS
，
蟻e ¢ e且藍was 　exam 　ined　in血 ee　cyc丑es 　at　an   terval　of 　two （且ays

incubatiorv　periOd．丁臨e 繍 e　of ｝甫PPDS 　degradat菫  n 　apPeared 　to　decrease　at　every 　cyc 且e ・　During

the　first　cyc且e，57％ ・f　N 量PP麗 was 　deg磁 砿 萓n 嫐 e　sec αnd 　cycle
，
55％ and 　in　the　last　cycle 　was

l3％ ．　Thes 巳 轜 康 s　rev 穩 五ed 　th証 醗 e　ce 且豆was 　stab 葺e   盈y　 vp 観 he　s  ond 　cycle 　to　degrade　 the
NiPPDS ．　 Then 　the　react 畳on 　mechanism 　of 　the　enzyme   volved 諭 thls　pr  ess 　was 　investigated．

The 　reaction 　miXture 陥 s　composed 　of 　T藍s−Hα buffer（pH 　7．0），
　N 童PPDS 抽 methan   ｝solution

組 d 血een コde　extract 　as　the　erlzyxne 　source ．　The　results 　obta 亙n◎d　鉱tests　the　enzymatio 　action 　of

YA 一蓋諭 dcgrade　the　NiPPDS ．　 Th且s　N五PPDS −“egrad   g　e麗 yme　ofYA −・l　was 　puri五ed 　6 ｛b且d　fr  m
crude −extract 　　wi 磁　a　recove 　y　of　25％　by　means 　of　　ammonium 　sul血te　慶recipitation ，
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